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■ 会計年度任用職員制度の導入に関する条例改正■ 令和元年度 結城市一般会計・特別会計・水道事業会計 補正予算

■ 結城市公共下水道事業を公営企業会計に移行



■ 水道料金の改定について

■ 新庁舎 関連 物品購入に関する契約に同意

■ 結城市選挙管理委員 及び 補充員の選挙

■ 人権擁護推進委員の選任に同意

■ 下水浄化センター改築更新工事委託の協定変更に同意（減額）

■ 市議会に公共施設適正化調査特別委員会を設置
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　今回は、紙面レイアウトの関係で、変な場所での編集後記と

なりましたことをご容赦ください。

努めていきますので、どうぞよろしくお願い致します。

　

台風１９号に関する情報では、災害情報に加えて、応援協定を

市の職員さんなど多くの方々が、陰になり日向になり、

大変な中で活動してくださったことをお伝えしたく紙面を割きました。

　今回は市民の皆さんに直結する内容が多かったこと、

　今後も、皆さんに直結する必要な情報を分かり易くお伝えすることに

　

結んでいる企業さん、結城消防署の皆さん、消防団の皆さん、

生活復旧が難しく、避難所生活をせざるを得ないという出来事もありました。

わかりました。

設営や情報伝達訓練が必要との意見を述べました。市においても同様の考え方を

持っており、市の総合防災訓練の際に避難所設営訓練を組み込み、避難所と

設置促進や、防災訓練を中央会場での訓練だけでなく、市内各地での避難所

　今回の台風１９号襲来の際には、いくつかの避難所をまわって担当職員さんや

　このような災害の多様化から、これまで直接的な災害が少なかった結城市でも

二次的な災害対応も考慮しておく必要があると考えております。

なりました。また、千葉県の事例のように、陸の孤島化していない地域でも

連携した訓練を行っています。
　

台風通過後や天候回復後も、長期間にわたる停電・断水により、自宅での

　

　私は、９月議会で自主防災組織に関する一般質問を行い、自主防災組織の

他地域での甚大な被害に起因する長期間のインフラや物流の停止による、

実際に避難をした方からお話を聞いてみると、いろいろな課題もあることが

　皆さんもご存じのように、昨今の自然災害は、想定を超えるものが多く

　

その一方、日本はこれだけ地震災害が多い国でありながら、災害初期の避難所

環境は先進国でも高いレベルとは言えず、改善が進んでいないのが現状です。

なかった）、テレビなどの情報入手設備がなかったところもあったこと、

　また、大変難しい訓練かもしれませんが、市内一斉点呼訓練（例：訓練日当日、

　避難所の様子を聞きたい方がどこに連絡してよいかわからず、学校の職員室に
　

考えております。災害当日、どのくらいの人が市内にいて、その方の怪我の

どのくらいいるのか、という情報を確保することは、災害初期において、

　

ごく一般的に実施される情報収集と考えています。

　

個々のプライベート空間を確保し、避難生活の質の向上に努めております。

　

実際にやるべきことを繰り返し確認する方向に切り替えていくべきと考えます。

家にいた人がどのくらいいたかを集計してみる 等）も、ぜひやってほしいと

　海外の避難所では、同じ体育館をつかっても室内用簡易テントなどを活用して

　今後も、災害の多様化が考えられることから、セレモニー性の強い訓練から

状況、出勤・お出かけ等で別の地域にいて難を逃れた方、連絡のつかない方が

電話がきたこと（避難所となる体育館などに直接問い合わせの出来る形手段が

そして、冷たい床にビニールシートと毛布といった環境であることです。


